
40kg

45kg

均等耐荷重内であっ
てもかたよった積載
をしますと転倒の恐
れがありますのでお
やめください。

5kg

70kg

引出し1段当りの均等耐荷重25kg
を段数分載せた上で、残りのツール
ワゴン1台当りの均等耐荷重範囲内で
各段均等にお載せ下さい。
（例）上記ワゴンの場合
「均等耐荷重：200kg」ー「引出し1段分：25kg」＝175kg
175kg÷棚板3枚＝58kg≒50kg
棚板1枚当り50kgを上限に各段均等にお載せ下さい。

25kg

40kg

5kg

5kg

棚板 棚板

引出し 引出し

取扱説明書

ツーリングワゴン
パールワゴンタイプ

No.4001　22J-1

この度はサカエ製品をお買い上げくださいましてあり
がとうございます。
この説明書は、この製品の使い方（使用上の注意事項）
と組立てについて記載しています。組立て・ご使用前に、
この説明書をよくお読みのうえ正しくお使い下さい。
また、この製品を末長くご使用いただくために、この
説明書は大切に保存してください。
尚、弊社では安全な製品作りを常に心がけております
が、ご不明な点がございましたら、下記のお客様相談
室までご連絡ください。

！△警告
安全のために必ず守っていただきたいこと

　この製品を安全に、また末長くご利用いただくために、次の
事項を必ず守って下さい。

使用上のお願い

１．製品の上に腰を掛けたり、乗ったりしないで下さい。転倒
や落下事故の原因になります。

２．使用中にネジやパーツのゆるみなどによるガタツキが生じた
ときは、締め直し、はめ直しをして下さい。ゆるんだままで使
用していますと、変形や破損及び転倒などの原因となります。

３．製品の分解・改造や部品をはずしたり、はずれたままで使
用しないで下さい。

４．スライド棚・引出しに物を載せたまま２つ以上引き出さな
いで下さい。またスライド棚・引出しのみに物を載せて引
き出さないで下さい。バランスを失って、ワゴンが転倒す
る恐れがあります。安全荷重を設けていますが、安全に関
わらず使用時は必ず均等に荷重をおかけ下さい。

５．引出し・スライド棚はゆっくりと引いて下さい。強く引きま
すとストッパー破損の原因となり、抜け落ちる恐れがあり
ます。また転倒の恐れもありますので絶対におやめ下さい。

６．偏った収納はしないで下さい。
７．床面ジュータン、悪路、段差の有る所では使用しないで下
さい。つまづき、キャスターの破損、転倒の恐れがあります。

８．転倒防止のため、重い物は下段に入れて置いて下さい。
９．ツールの出し入れは必ず１カ所ごとに行って下さい。
10．ツールの出し入れは静かに行って下さい。乱暴な取り扱い
は事故や製品破損と、ツールの破損の原因となります。

11．ツールの取り扱いは必ず保護手袋等を着用して行って下さい。
12．指定以外のツールを収納しないで下さい。
13．PMR・PKR-S□□□□の品番商品については下記の寸法
図以上のツーリングは下向き保管をしないで下さい。

　　転倒・落下により、けがや破損する恐れがあります。

14．ツールはホルダーに確実に収納して下さい。
15．この製品を設置するときは、必ずキャスターのストッパー
をロックして下さい。

16．この製品を移動するときは、キャスターのストッパーを解除
して長辺方向に行って下さい。短辺方向に行いますと転倒
の恐れがあります。ただし、床に段差のあるところを移動す
るときは、落下や転倒の恐れがありますので注意して下さい。

17．中棚及びフレームを組み替えるときは、載せてある物を全
ておろしてから、組立て方法に基づき取外し又は組立てを
行って下さい。

18．ツーリング棚は　　　（フラット）の状態で使用して下さい。
　　　　（皿）の状態での使用はしないで下さい。

19．製品の等分布耐荷重（全体に均等に物を置いた場合）は200kg
ツーリング棚の等分布耐荷重（ツーリング棚全体に
均等に物を置いた場合）は　70kg ／段
棚板の等分布耐荷重（棚板全面に均等に物を置いた
場合）は　50kg ／段
引出しの等分布耐荷重（引出し全面に均等に物を置
いた場合）は　25kg ／段〔安全荷重は 10kg〕

積載荷重は、製品の耐荷重の範囲内にして下さい。それ以上載
せたり、荷重が片寄りますと製品破損の恐れがあります。
安全荷重について…無負荷の状態で引出し等可動部を１段最大
に引き出し、その前端に集中荷重を掛けた際、転倒をしない重さ
の合計をあらわします。（通常は均等に荷重をおかけください。）
20．この製品を第三者に貸すときは、取扱方法を充分に説明し、
この説明書もお渡し下さい。

１．この製品は、室内または屋内用です。屋外や水のかかると
ころでは、故障や表面材の損傷の原因となりますので使用
しないで下さい。

２．直射日光の当るところや温度・湿度の著しいところでの使
用は避けて下さい。変色や変形の原因となります。

３．高温になった物を乗せたり、火気の近くに置かない。やけ
どや、火災の原因になったり、変色・変形の原因になります。

４．製品を水に濡れたままにしておきますと表面材の損傷の原因
となりますので、必ず乾いたやわらかい布で拭き取って下さい。

５．消耗部品には寿命があります。キャスター部や可動部など
に、異常音等（損耗現象）が発生した場合は、購入店へご
相談下さい。

６．キャスター等は床面が汚れたり、跡形が残る場合があります。
７．特別なご使用をされる場合は、購入店へご相談下さい。
８．製品に不具合が生じたときは、購入店へご相談下さい。
９．樹脂ホルダーには耐油性、耐薬品性に問題がある油、薬品
がありますので、あらかじめ購入店へご相談下さい。

通常は乾いたやわらかい布でから拭きして下さい。
汚れが著しい場合は、次の１～３の手順を守って汚れを落とし
て下さい。
１．薄めた中性洗剤につけた布を、かたく絞って拭いて下さい。
２．水につけた布をよく絞って、中性洗剤が残らないように拭
いて下さい。

３．乾いたやわらかい布で、水分が残らないように拭き取って
下さい。

※汚れが落ちない場合は、１～３の作業を繰り返し行って下さい。
※シンナー系の溶剤、アルカリ性の洗剤等は使用しないで下さい。

◆サカエ製品全般のお手入れのしかた

この製品を末長くご利用いただくためのお願い

！△注意

φ50φ82

AS-40AS-50

■均等耐荷重（等分布耐荷重）
〔ご使用前に必ずお読み下さい〕

下記イラストは均等耐荷重が1台当り150kgの場合
（お買い上げの商品によって耐荷重、棚板の枚数が異なり
　ますのでご注意ください）



布か段ボールの上で寝かせて
組み立て下さい。
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●部 品 明 細

番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

品　　　  　　　　　名

●組 立 て 方 法

⑥

①

①

①

④

④

②

②または③

②または③

②

②または③

⑤

①

⑩

⑨

支柱①の最下部の溝に、ブッシュ④を図のように合せて
はずれないように取り付けて下さい。

棚板②を横に立て、棚板の四隅のパイプに支柱④をそれ
ぞれ差し込んで下さい。

本体を起こし、棚板②を樹脂ハンマー、または木槌で軽
くたたき込んで下さい。⑫センターカバーを（上・下）
向きを確認してから支柱にはめ込み落とし込んで下さい。
支柱①にブッシュ④を、㋺と同じ要領で好みの位置に取
り付けて下さい。棚板②、またはホルダーフレーム③、
支柱①の上方から棚板の四隅のパイプを通し、ブッシュ
④の上方から差し込み、樹脂ハンマーまたは木槌で軽く
たたき込んで下さい。
※フットブレーキ取付の際は、キャスター取付前にセッ
トして下さい。
　（オプションフットブレーキ取扱説明書参照）
（取手取付方法）
最上段の棚板をセットされる前に、ブッシュ④を任意の
位置にセットし、支柱上から取手⑨を差し込み、樹脂ハ
ンマー又は木槌で軽く叩き込んで下さい。

ホルダーフレーム③を㋩の要領で取り付けて下さい。支
柱①に樹脂キャップ⑩を樹脂ハンマーまたは木槌で軽く
たたき込み、はずれないように取り付けて下さい。

※フットブレーキ取付の際は、キャスター取付
前にセットして下さい。

　（オプションフットブレーキ取扱説明書参照）

㋥

㋩

㋑

㋺

リブが下側に
なる様に取付けて下さい

⑦

⑤キャスター
　ストッパー付

⑧スパナ

キャスターの取付けはバネ座金⑦
をはめ込み付属のスパナで締め付
けます。
※ストッパー付キャスターは対角
　に取付けます。

14組14組14組

スパナ

ブッシュ

－－

11
11
44
22
22

22

－

1
1
4
2
2

1

－

1
1
4
2
2
14組
1

11 22
4444

引出し
センターカバー

44 4

18組

1
88 88 8

1
1
4
2
2

1
2
4

44樹脂キャップ
取手

バネ座金（Ｍ１２用）
固定キャスター（ストッパー無）
自在キャスター（ストッパー付）

ホルダーフレーム
棚板
支柱

※引出し付の組立てに関して、
　「CSパールワゴンキャビネット・仕切板セット」
　取扱説明書内の組立て方法を参照して下さい。

CSP-21タイプ
CSP-31タイプ

CSP-22タイプ
CSP-32タイプ

CSP-S21タイプ
CSP-S22タイプ

CSP-S22タイプ
CSP-S32タイプ

CSP-23タイプ
CSP-33タイプ

⑪
上

下


